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議
案
第
47
号
「
松
田
町
寄

ふ
れ
あ
い
農
林
体
験
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
」
及
び
議
案
第
51
号
「
松

田
町
寄
ロ
ウ
バ
イ
園
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

　

こ
の
２
議
案
は
、
12
月
６

日
の
本
会
議
に
上
程
さ
れ
、

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。
７
日
と
８

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
施

設
の
指
定
管
理
者
を
決
め
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
事
業
計

画
や
収
支
計
画
等
を
中
心
に

審
査
を
行
い
、
賛
成
全
員
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
報

告
書
を
本
会
議
に
提
出
し
、

賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

指
定
管
理
者
名
及
び
期
間

は
、
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　観光経済課長及び担当職員出席の
もと、指定管理施設運営事業計画書
や収支計画書等の内容について、詳
細に審査しました。
　審査の結果、提出された事業計画
書等は、地元の団体として地の利を
生かしたもので経費の削減が期待で
き、年々ロウバイ園の入込客を増や
している実績もあるため、適切な管
理が期待できると判断しました。
　なお、３年を目途にロウバイまつ
り期間全体及び駐車場の管理を含め
た一体管理ができるよう検討された
い。

　副町長、観光経済課長及び担当職員出席のもと、経営に係る基本方針、
業務の実施計画及び収支計画、経営管理体制等の内容について、別紙の
とおり収支計画の詳細な追加資料を提出させ審査しました。
　審査の結果、提出された経営に係る基本方針等は、具体的な目標を立
てており地域との連携した取り組みや、寄ふれあい農林体験施設をリノ
ベーションした寄七つ星カフェの運営に携わっている実績もあるため、
適切な管理が期待できると判断しました。
　地方創生事業の趣旨も踏まえ、寄ヒーリングヴィレッジ事業の拠点施
設として果たす役割は大きいため、官民協力して成果をあげられるよう、
次の項目について強く申し入れをして、原案のとおり賛成することとし
ました。
（1）定期的に指定管理者の運営、管理及び財務状況を確認して適切な指

導をすること。
（2）土地の借地料については、早期に指定管理者が全額負担できるため

の経営努力をするよう指導されたい。

産業厚生常任委員会報告書（抜粋）
松田町寄ふれあい農林体験施設の指定管理者の指定について

産業厚生常任委員会報告書（抜粋）
松田町寄ロウバイ園の指定管理者
の指定について

　

第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
承
認
１
件
（
補
正
予
算
専
決
処
分
）、
条
例
（
新
設
３
件
・
一
部
改
正

１
件
）、
指
定
管
理
者
５
件
、
補
正
予
算
５
件
、
同
意
４
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

松
田
町
自
治
基
本
条
例
は
特
別
委
員
会
に
付
託
、
松
田
町
一
般
職
の
任
期
付
職

員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
は
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
と
な
り
審
査
を
し

ま
し
た
が
、
こ
の
２
議
案
は
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

松
田
町
寄
ふ
れ
あ
い
農
林
体
験
施
設
及
び
松
田
町
寄
ロ
ウ
バ
イ
園
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
の
２
議
案
は
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
報
告
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

平成29年

第4回定例会
会　期

12月5日（火）〜8日（金）

12/5 一般質問
　利根川議員・井上議員�（Ｐ5）
　田代議員・南雲議員� （Ｐ6）
　小澤議員・石内議員� （Ｐ7）
　飯田議員� （Ｐ8）

12/6 一般質問
　平野議員� （Ｐ8）
議案審議
　�承認１件（専決処分）、議案９
件（条例新設・条例改正・指定
管理者)

12/7 委員会審査
　�特別委員会１件(条例)
　�委員会２件（指定管理者）

12/8 委員会審査
　�委員会３件（条例・指定管理
者）

議案審議等 
　�委員会報告２件（指定管理
者）、議案５件（補正予算）、同
意４件（監査委員・教育委員・
人権擁護委員）、各種報告な
どが行われ、閉会しました。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
審
査
概
要

寄七つ星カフェとドッグラン
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条
例
・
指
定
管
理
者
・
補
正
予
算
・
同
意
な
ど

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
29

年
度
松
田
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
））

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）
は
、
台
風
21
号
に
よ

り
西
平
畑
公
園
の
ふ
る
さ
と

鉄
道
法
面
が
被
害
を
受
け
、

復
旧
工
事
を
実
施
す
る
た
め
、

３
４
０
万
円
の
補
正
を
し
た

も
の
で
す
。

　

緊
急
を
要
す
る
た
め
10
月

30
日
に
専
決
処
分
し
た
補
正

予
算
の
承
認
を
受
け
る
も
の

で
す
。

▼
松
田
町
自
治
基
本
条
例

　

本
町
に
お
け
る
自
治
の
基

本
理
念
を
定
め
、
松
田
町
町

民
憲
章
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
松
田
町

の
最
高
規
範
と
し
て
制
定
す

る
も
の
で
、
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

▼
松
田
町
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条

例
　

複
雑
・
高
度
化
す
る
行
政

課
題
や
緊
急
の
課
題
を
速
や

か
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
法
律
に
基
づ
く
制

度
を
導
入
す
る
た
め
制
定
す

る
も
の
で
、
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

▼
松
田
町
水
道
事
業
運
営
審

議
会
条
例

　

水
道
事
業
の
円
滑
な
運
営

を
図
る
た
め
、
水
道
事
業
運

営
審
議
会
を
設
置
す
る
た
め

制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
及
び
航
空
機
燃

料
譲
与
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

▼
松
田
町
寄
ふ
れ
あ
い
農
林

体
験
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て　

　

平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら

平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
、

株
式
会
社
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｉ
を
指
定

管
理
者
に
指
定
す
る
も
の
で

す
。

▼
松
田
町
寄
自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

▼
松
田
町
寄
み
や
ま
運
動
広

場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て　

▼
松
田
町
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

以
上
の
３
施
設
を
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
35
年

３
月
31
日
ま
で
、
有
限
会
社

み
や
ま
の
里
を
指
定
管
理
者

に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
寄
ロ
ウ
バ
イ
園
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
、

宇
津
茂
ロ
ウ
バ
イ
部
会
を
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
も
の

で
す
。

▼
平
成
29
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
９
０
５
万
８
千
円
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
異
動
に
伴

う
人
件
費
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
給
付
費
、
自
然
休
養

村
管
理
セ
ン
タ
ー
の
施
設
改

修
工
事
費
、
健
康
診
査
事
業

の
債
務
負
担
行
為
等
の
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
29
年
度
松
田
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
２
９
万
７
千
円
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
異
動
に
伴

う
人
件
費
、
一
般
会
計
繰
入

金
、
特
定
健
康
診
査
事
業
の

債
務
負
担
行
為
等
の
補
正
を

す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
29
年
度
松
田
町
国
民

健
康
保
険
診
療
所
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

国
民
健
康
保
険
診
療
所
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
９
３
万
５
千
円
を
減

額
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
異
動
に
伴

う
人
件
費
、
一
般
会
計
繰
入

金
の
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
29
年
度
松
田
町
上
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

上
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
は
、
異
動
に

伴
う
人
件
費
を
４
０
９
万
５

千
円
減
額
し
、
予
備
費
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
29
年
度
松
田
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
６
４

万
７
千
円
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
異
動
に
伴

う
人
件
費
、
町
村
情
報
シ
ス

テ
ム
改
修
費
、
国
庫
補
助
金

及
び
一
般
会
計
繰
入
金
の
補

正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
　

平
成
29
年
12
月
20
日
を

も
っ
て
、
委
員
の
任
期
が
満

了
と
な
る
た
め
、
次
の
方
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

�

鍵
和
田　

毅
志　

氏

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

平
成
29
年
12
月
19
日
を

も
っ
て
、
委
員
の
任
期
が
満

了
と
な
る
た
め
、
次
の
方
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

�

石

川　

純

一　

氏

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

　

平
成
30
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
、
委
員
の
任
期
が
満

了
と
な
る
た
め
、
次
の
２
名

の
方
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

�

吉

田　

誠
　

氏

�

濱　

容

子　

氏

審
議
の
結
果

　

以
上
、
承
認
１
件
、
議
案

12
件
、
同
意
４
件
を
原
案
の

と
お
り
可
決
・
同
意
を
し
、

議
案
２
件
は
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
採

決
の
結
果
は
、
４
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

宇津茂地区にある寄テニスコート
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議 案 審 議 結 果 一 覧
第4回定例会（12月議会）� ○…賛成　●…反対　可…可決　承…承認　同…同意

議
案
等
番
号

議員名（議席順）

議案等

審

議

結

果

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

飯
田　
　

一

利
根
川　

茂

小
澤　

啓
司

石
内　
　

浩

齋
藤　
　

永

鈴
木　

眞
德

大
舘　

秀
孝

承認 4 専決処分の承認を求めることについて （平成29年度松田町一
般会計補正予算 （第７号）） 承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案45 松田町水道事業運営審議会条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 松田町税条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 松田町寄ふれあい農林体験施設の指定管理者の指定について
（産業厚生常任委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 松田町寄自然休養村管理センターの指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 松田町寄みやま運動広場の指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 松田町寄テニスコートの指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 松田町寄ロウバイ園の指定管理者の指定について
（産業厚生常任委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 平成29年度松田町一般会計補正予算 （第８号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 平成29年度松田町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第2号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 平成29年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算
（第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 平成29年度松田町上水道事業会計補正予算 （第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 平成29年度松田町介護保険事業特別会計補正予算 （第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意11 監査委員の選任について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 教育委員会委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 人権擁護委員の推薦について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 人権擁護委員の推薦について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 中野博議長は、採決には加わらない。
※ 議案第43号は、自治基本条例審査特別委員会へ付託され継続審査となり、採決は行っていない。
※ 議案第44号は、総務文教常任委員会へ付託され継続審査となり、採決は行っていない。



5 このページは、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。

　

平
成
30
年
秋
季
に
完
成
を

目
指
し
て
、
町
営
住
宅
建
設

が
始
ま
り
ま
す
。

　

同
年
夏
頃
に
は
、
入
居
募

集
が
開
始
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
募
集
要
項
で
提

案
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
電
通
総
研
の

調
査
に
よ
る
と
人
口
の
５
・

２
％
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）
に
該
当

す
る
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
傾
向
の
あ
る
方
は
、

就
職
差
別
や
民
間
住
宅
へ
の

入
居
制
限
等
に
悩
ん
で
い
ま

す
。

　

協
働
す
る
社
会
、
共
に
生

き
る
社
会
を
目
指
す
た
め
に
、

ぜ
ひ
入
居
可
能
な
方
法
を
取

ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
が
、

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

町
営
住
宅
の
入
居
は
、
平

成
30
年
の
夏
ご
ろ
に
入
居
募

集
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し

た「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
」、

い
わ
ゆ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々

は
、
社
会
的
少
数
派
で
あ
る

た
め
に
、
偏
見
や
差
別
を
受

け
や
す
い
状
況
に
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
認
識
し
て
い
る
。

　

行
政
と
し
て
、
社
会
生
活

を
営
む
う
え
で
、
こ
の
偏
見

や
差
別
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
な
ど
、
運
用
す
る
た
め
の

　

本
山
町
政
も
二
期
目
に
入

り
、
今
後
様
々
な
公
約
な
ど

に
基
づ
く
施
策
を
展
開
さ
れ

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

町
有
地
の
未
利
用
地
は
、

数
箇
所
あ
り
面
積
も
大
き
く
、

財
源
と
し
て
も
重
要
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
の
施
策
で
、
重
要
な

位
置
付
け
と
な
る
町
有
地
の

施
策
の
導
入
が
求
め
ら
れ
、

社
会
の
中
に
浸
透
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

町
と
し
て
の
啓
発
・
理
解

促
進
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き

か
け
を
行
い
、
暮
ら
し
や
す

い
環
境
を
整
え
、
社
会
の
多

様
性
を
実
現
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

町
営
住
宅
の
入
居
基
準
に

つ
い
て
も
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方

を
含
め
、
公
平
で
平
等
な
対

応
を
行
っ
て
い
く
。

利
用
計
画
や
利
活
用
の
見
込

み
に
つ
い
て
、
町
長
の
お
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

旧
松
田
土
木
事
務
所
跡
地

は
、
県
西
地
域
全
体
と
し
て

も
素
晴
ら
し
い
土
地
で
あ
る
。

　

今
進
め
て
い
る
「
女
性
が

輝
く
事
業
」
は
継
続
し
て
や

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
女

性
を
外
か
ら
も
呼
び
込
み
た

い
の
で
、
建
物
等
を
利
活
用

し
て
進
め
た
い
。

　

今
後
５
年
後
、
10
年
後
で

な
く
、
も
っ
と
先
を
見
据
え

た
中
で
、
様
々
な
町
民
の
皆

さ
ん
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、

予
算
に
合
わ
せ
て
出
来
る
こ

と
を
や
っ
て
い
く
。

　

下
原
の
未
利
用
地
は
、
福

祉
目
的
で
な
い
利
活
用
も
可

能
で
あ
る
と
確
認
し
た
の
で
、

町
に
と
っ
て
有
用
な
施
設
等

を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

旧松田土木事務所跡地(平成28年購入)

入居募集は
公平・平等に
行います
回答（町長）

未利用地は
有用な事業の
ために整備
回答（町長）

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
に
も

町
営
住
宅
入
居
を
考
え
ら
れ
た
い

質
問
者

　

利
根
川　

茂　

議
員

町
有
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

質
問
者

　

井
上　

栄
一　

議
員

Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ と は
Ｌ…レズビアン／女性を愛する女性
Ｇ…ゲイ／男性を愛する男性
Ｂ…�バイセクシュアル／男女のどちらも愛す

る人
Ｔ…�トランスジェンダー／身体の性別が、自

分が認識する性別と一致しない人
の頭文字を取った言葉です。社会的に理解さ
れにくく偏見や差別を受けやすい状況にある。
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松
田
町
消
防
団
は
戦
前
の

警
防
団
を
引
き
継
ぎ
、
長
き

に
渡
り
町
の
防
災
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
団
員
は

究
極
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

日
頃
の
活
動
に
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昔
の
消

防
団
員
は
自
営
業
者
を
中
心

に
編
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
は
団
員
不
足
に
加
え
町

外
で
働
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

方
が
増
え
、
平
日
の
出
動
が

難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴　

消
防
団
員
の
定
数
に
対

す
る
充
足
率
と
、
昼
間
（
平

日
・
休
日
）
の
出
動
可
能
な

団
員
人
数
に
つ
い
て

⑵　

消
防
団
と
自
主
防
災

会
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
と
の
連
携
に
つ

い
て

⑶　

平
日
昼
間
の
災
害
発
生

時
に
限
っ
て
、
消
防
団（
署
）

Ｏ
Ｂ
が
出
動
で
き
る
新
た
な

体
制
を
構
築
し
、
地
域
防
災

力
の
強
化
を
図
る
考
え
に
つ

い
て

⑴　

定
員
１
４
０
人
（
17
人

×
８
個
分
団
１
３
６
人
・
本

団
４
人
）
に
対
し
、
13
人
欠

員
の
た
め
充
足
率
は
90
％
。

昼
間
の
出
動
可
能
人
数
は
、

松
田
地
区
が
平
日
27
人
・
土

曜
日
45
人
・
日
曜
祝
日
54
人
、

寄
地
区
が
平
日
18
人
・
土
曜

日
35
人
・
日
曜
祝
日
47
人
の

た
め
、
平
日
の
防
災
力
の
低

下
に
つ
い
て
危
惧
し
て
い
る
。

⑵　

災
害
が
大
き
く
な
る
ほ

ど
、
消
防
団
と
自
主
防
災
会

⑴　

町
民
が
急
に
体
調
が
悪

く
な
り
、
救
急
車
な
ど
で
医

療
機
関
に
搬
送
さ
れ
る
場
合

等
に
、
そ
の
方
の
健
康
に
関

す
る
情
報
を
伝
え
る
た
め
の

手
段
と
し
て
、
平
成
26
年
に

「
あ
し
が
ら
安
心
キ
ッ
ト
」

の
連
携
が
必
要
と
な
る
の
で
、

双
方
の
意
見
を
伺
い
、
実
施

で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
く
。

⑶　

消
防
力
の
強
化
に
つ
い

て
、
２
年
間
調
査
検
討
を
行

っ
て
き
た
。
平
成
29
年
７
月

に
、
南
足
柄
市
が
県
内
で
初

め
て
消
防
団
（
署
）
Ｏ
Ｂ
に

限
定
し
て
採
用
す
る
「
機
能

別
消
防
団
」
を
設
置
し
た
。

消
防
団
員
と
し
て
採
用
し
、

活
動
は
平
日
の
昼
間
に
限
定

し
て
い
る
の
で
、
当
町
で
も

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
の
安
心
キ
ッ
ト
の
配
布
状

況
や
、
町
民
へ
の
周
知
の
方

法
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

⑵　

平
成
27
年
の
介
護
保
険

法
の
改
正
に
よ
り
、
介
護
予

防
と
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
市
町

村
は
、
主
体
的
に
総
合
事
業

に
取
り
組
み
、
生
活
支
援
・

介
護
予
防
の
充
実
に
努
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
本
町
の
総
合
事
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
特
に
介

護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

制
度
と
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
つ
い
て
の
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

⑴　

「
あ
し
が
ら
安
心
キ
ッ
ト
」

は
、
１
６
６
世
帯
が
申
請
し

て
い
る
。
そ
の
方
々
以
外
の

配
布
対
象
者
を
中
心
に
、
民

生
委
員
、
自
主
防
災
会
、
社

会
福
祉
協
議
会
等
の
協
力
を

得
る
と
共
に
、
町
広
報
紙
等

で
も
周
知
に
努
め
て
い
く
。

⑵　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
が
発
足
し

て
か
ら
二
年
が
経
過
し
、
利

用
者
か
ら
の
意
見
・
感
想
を

も
と
に
、
よ
り
良
い
制
度
と

す
る
よ
う
再
度
検
討
し
、
固

ま
っ
た
段
階
で
広
く
周
知
し

活
用
し
て
い
く
。

　

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
は
、

日
常
生
活
上
の
支
援
を
行
う

も
の
で
、
事
業
者
が
行
う
訪

問
介
護
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
ゴ
ミ
出
し
ま
で
、

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
含
ま
れ

る
。
今
後
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
構
築
の
た
め
、
生

活
支
援
の
体
制
整
備
に
つ
い

て
、
町
と
社
会
福
祉
協
議

会
・
民
間
業
者
等
と
協
力
し

進
め
る
。

消防団OBの力を
借り新たな支援に
取り組む！
回答（町長）

町民が安心して
暮らせる町を

回答（町長）

質
問
者

　

田
代　

実　

議
員

頑
張
っ
て
い
る
消
防
団（
員
）へ
の

新
た
な
支
援
に
つ
い
て

機械器具点検報告（消防出初式）

あしがら安心キット

質
問
者

　

南
雲  

ま
さ
子　

議
員

福
祉
政
策
の
充
実
を
問
う
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⑴　

松
田
町
は
交
通
の
便
に

恵
ま
れ
風
光
明
媚
な
環
境
を

有
し
て
い
ま
す
が
、
居
住
区

域
が
狭
小
な
た
め
人
口
増
加

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

こ
と
が
、
町
の
発
展
・
賑
わ

い
の
原
点
と
考
え
ま
す
。
そ

こ
で
、
次
の
こ
と
を
お
伺
い

し
ま
す
。

　

�

①　

更
な
る
観
光
客
増
加

策
と
し
て
、
宿
泊
型
施
設

の
整
備
や
ふ
る
さ
と
納
税

者
の
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
な

ど
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
ま
す
か
。
ま
た
、
衰
退

が
続
く
商
店
街
の
活
性
化

に
つ
い
て
、
不
足
業
種
の

誘
致
や
空
き
店
舗
対
策
な

ど
進
展
は
み
ら
れ
て
い
ま

す
か
。

　

�

②　

文
化
的
イ
ベ
ン
ト
の

年
間
計
画
や
図
書
館
利
用

の
促
進
策
は
、
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

⑵　

平
成
28
年
12
月
の
一
般

質
問
で
「
家
庭
用
消
火
器
の

全
戸
常
備
」
を
提
案
し
ま
し

た
が
、
経
過
報
告
を
求
め
ま

す
。

⑴　

松
田
町
の
入
込
観
光
客

数
は
、
平
成
28
年
ま
で
微
増

傾
向
に
あ
る
が
、
宿
泊
客
数

は
１
％
に
も
満
た
な
い
。
寄

地
区
民
宿
施
設
の
Ｐ
Ｒ
と
管

理
セ
ン
タ
ー
宿
泊
機
能
を
充

実
さ
せ
、
農
家
民
泊
の
可
能

性
も
検
討
す
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
リ
ピ
ー
タ

ー
対
策
と
し
て
、
年
間
イ
ベ

ン
ト
や
観
光
情
報
の
積
極
的

な
提
供
、
具
体
的
施
策
へ
の

寄
付
を
依
頼
す
る
な
ど
連
携

を
深
め
る
。

　

買
い
物
支
援
対
策
ア
ン
ケ

ー
ト
か
ら
、
不
足
業
種
と
し

て
食
料
品
、
日
用
品
、
書
籍

を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
町
の

　

新
し
く
２
つ
の
町
住
宅
整

備
事
業
が
動
き
出
し
ま
し
た

が
、
民
間
の
借
家
、
ア
パ
ー

ト
の
整
備
更
新
施
策
を
共
に

賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、

商
店
街
空
き
店
舗
対
策
事
業

を
進
め
、
家
賃
補
助
期
間
の

延
伸
や
店
舗
改
装
費
を
補
助

す
る
な
ど
買
い
物
機
能
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

⑵　

家
庭
用
消
火
器
の
普
及

に
つ
い
て
は
、
安
心
な
業
者

を
選
定
し
購
入
や
相
談
が
で

き
る
よ
う
平
成
30
年
度
か
ら

実
施
す
る
。

考
慮
し
な
け
れ
ば
、
入
居
率

向
上
に
よ
る
人
口
増
、
特
に

生
産
人
口
の
増
加
に
つ
な
が

ら
な
い
は
ず
で
す
。
空
き
家

対
策
を
含
め
、
次
の
点
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

⑴　

町
屋
地
区
住
宅
の
入
居

が
抽
選
に
な
っ
た
場
合
、
抽

選
に
漏
れ
た
方
や
今
後
入
居

年
限
に
よ
り
退
去
さ
れ
る
方

の
対
応
策
は
。

⑵　

本
年
８
月
に
発
足
し
た

「
全
国
空
き
家
対
策
推
進
協

議
会
」
や
「
空
き
家
管
理
士
」

な
ど
へ
の
本
町
の
対
応
は
。

⑶　

松
田
町
で
の
「
空
き
家

対
策
特
措
法
」
の
具
体
的
な

適
用
事
例
は
。

⑴　

「
町
屋
地
区
住
宅
」の
入

居
者
の
抽
選
に
漏
れ
た
方
に

は
、
優
先
的
に
時
期
入
居
者

と
し
て
登
録
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
退
去
さ
れ
る
方
に
つ

い
て
も
、
子
育
て
支
援
事
業

や
家
賃
補
助
制
度
な
ど
、
町

の
優
位
点
を
紹
介
し
、
定
住

促
進
に
つ
な
げ
る
。

⑵

「
全
国
空
き
家
対
策
推

進
協
議
会
」
に
は
、
県
内
で

は
本
町
を
含
め
20
の
市
町
村

が
参
加
し
、
情
報
交
換
や
専

門
家
等
と
連
携
を
し
て
空
き

家
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
「
空
き
家
管
理
士
」

を
含
め
多
く
の
民
間
資
格
が

あ
り
、
空
き
家
等
に
関
す
る

対
策
に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま

た
、
空
き
家
の
発
生
を
予
防

す
る
た
め
の
情
報
提
供
や
財

産
管
理
制
度
活
用
の
具
体
化

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

⑶

「
空
き
家
対
策
特
措
法
」

に
基
づ
く
危
険
と
な
る
恐
れ

の
あ
る
「
特
定
空
家
等
」
は

現
時
点
で
は
認
定
は
な
い
。

今
後
も
、
空
き
家
に
し
な
い

予
防
推
進
や
活
用
促
進
等
を

基
本
に
総
合
的
な
対
策
を
進

め
て
い
く
。

町が元気になるよう
更に努力を続ける

回答（町長）

空き家を
町の財産に

回答（町長）

質
問
者

　

小
澤　

啓
司　

議
員

交
流
人
口
の
増
加
策
を
問
う

寄自然休養村管理センターも
宿泊ができる

質
問
者

　

石
内　

浩　

議
員

民
間
の
住
宅
環
境
整
備
に
つ
い
て

解体が進む旧警察官舎（町屋）
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今
年
も
県
内
か
ら
地
域
産

業
資
源
に
４
件
が
指
定
さ
れ
、

県
内
の
地
域
産
業
資
源
は
合

計
１
６
６
件
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、「
ま
ち
お
こ
し
」
に

向
け
て
、
観
光
資
源
や
特
産

品
と
し
て
の
活
用
に
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

松
田
町
も
地
域
産
業
資
源

と
し
て
、
み
か
ん
・
足
柄

茶
・
最
近
で
は
サ
ク
ラ
マ
ス

な
ど
が
地
域
産
業
資
源
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
資
源
と
し
て
は
、
松

田
山
の
早
咲
き
桜
・
寄
の
ロ

ウ
バ
イ
・
小
田
原
城
下
の
酒

造
な
ど
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
観
光
資
源
に
比
べ
、

み
か
ん
・
お
茶
は
後
継
者
不

足
な
ど
の
理
由
で
年
々
、
耕

作
面
積
が
減
少
し
耕
作
放
棄

地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
産
業
資
源
に
指

定
さ
れ
て
い
る
地
場
産
業
に

つ
い
て
、
今
後
の
取
り
組
み

と
新
た
な
地
域
産
業
資
源
の

発
掘
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

　

耕
作
放
棄
地
は
町
全
体
で

７
・
５
ｈ
ａ
あ
り
、
農
地
が

傾
斜
地
や
小
規
模
面
積
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
農
業
経
営
を

行
っ
て
い
く
に
は
、
厳
し
く

新
規
就
農
者
や
法
人
の
参
入

の
相
談
が
な
い
状
況
だ
。
今

後
は
ブ
ラ
ン
ド
化
や
６
次
産

業
化
を
推
進
し
魅
力
あ
る
農

業
で
所
得
向
上
を
図
り
た
い
。

　

み
か
ん
は
、
地
域
資
源
で

あ
る
と
共
に
観
光
資
源
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
高
齢
化
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
、

相
続
等
で
取
得
さ
れ
た
時
の

対
応
な
ど
、
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
検
討
を
急
ぎ
た
い
。

　

お
茶
に
つ
い
て
は
、
採
取

し
た
茶
の
実
か
ら
テ
ィ
ー
オ

イ
ル
の
成
分
が
、
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
に
類
似
し
た
成
分
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
新

た
な
地
域
特
産
品
と
し
て
製

品
化
の
検
討
を
試
み
て
い
る
。

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用

し
た
農
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
り
上
げ
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
取
り
組
み
た
い
。

　

９
月
の
町
長
選
挙
に
お
け

る
投
票
率
は
60
・
04
％
で
し

た
。
過
去
の
町
長
選
挙
を
見

る
と
、
候
補
者
数
の
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、
確
実
に
下
が

っ
て
い
ま
す
。
町
議
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
も
同
様
で
、

国
政
選
挙
で
は
さ
ら
に
低
い

傾
向
で
す
。
投
票
率
が
下
が

る
と
選
挙
結
果
が
民
意
を
反

映
し
て
い
る
と
言
え
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

関
心
を
持
つ
人
が
減
る
と
い

う
こ
と
は
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
も
進
め
に
く
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

⑴　

選
挙
に
際
し
て
、
移
動

投
票
所
を
導
入
す
る
お
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

⑵　

若
い
層
の
啓
発
の
た
め

に
、
投
票
済
証
明
書
の
デ
ザ

イ
ン
を
工
夫
し
て
は
い
か
が

で
す
か
。

⑶　

日
頃
か
ら
町
政
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
る
お

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

⑴
⑵
の
選
挙
に
つ
い
て
の

判
断
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

の
所
管
に
な
り
ま
す
が
、

⑴　

期
日
前
投
票
に
移
動
投

票
所
を
導
入
し
た
箱
根
町
で

の
実
例
を
研
究
し
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
な
ど
し
て

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

⑵　

近
年
投
票
済
証
明
書
で

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
店
舗
も
あ
り
、
若
い
有

権
者
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
デ

ザ
イ
ン
を
工
夫
す
る
こ
と
で

町
の
宣
伝
に
も
繫
が
る
。
法

の
範
囲
で
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
。

⑶　

ま
ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

カ
レ
ン
ダ
ー
機
能
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
先
行
す
る
が
、

紙
で
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
町
の

行
事
を
周
知
し
や
す
い
方
法

の
一
つ
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

行
事
の
日
程
調
整
や
表
示
方

法
の
工
夫
、
広
告
欄
に
よ
る

費
用
の
捻
出
な
ど
の
課
題
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
者

　

飯
田　

一　

議
員

地
域
産
業
資
源
の
活
性
化
策
は

地場産業の振興を
図り地域経済の
活性化に取り組む
回答（町長）

投票率向上のた
め法の範囲内で
検討
回答（町長）

松田山のみかん（写真上）、寄のお茶（写真
下）は、県の地域産業資源に指定されてい
るが、高齢化により耕作放棄地が増加

質
問
者

　

平
野  
由
里
子　

議
員

投
票
率
を
上
げ
る
た
め
に

今
で
き
る
こ
と
は

当町の投票済証明書

投 票 済 証 明 書 

住 所

氏 名

上記の者は、 年 月 日執行の 選挙に

おいて、松田町第 投票区で投票したことを証明します。

年 月 日

松田町選挙管理委員会

委員長
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▼
松
田
町
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条

例
（
総
務
文
教
常
任
委
員
会

報
告
）

　

複
雑
・
高
度
化
す
る
行
政

課
題
や
緊
急
の
課
題
を
速
や

か
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
地
方
公
共
団
体
の

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

制
度
を
導
入
す
る
た
め
に
制

定
す
る
も
の
で
す
。
12
月
定

例
会
で
委
員
会
付
託
と
な
り

審
査
を
続
け
た
議
案
で
、
報

告
書
の
概
要
は
、
左
記
の
と

お
り
で
す
。

▼
松
田
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
鑑
み
、
職

員
の
給
与
等
に
つ
い
て
改
定

す
る
た
め
、
条
例
を
一
部
改

正
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
29
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

▼
平
成
29
年
度
松
田
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

▼
平
成
29
年
度
松
田
町
国
民

健
康
保
険
診
療
所
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

▼
平
成
29
年
度
松
田
町
上
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

▼
平
成
29
年
度
松
田
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▼
平
成
29
年
度
松
田
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　

以
上
、
一
般
会
計
ほ
か
５

特
別
会
計
の
補
正
予
算
は
、

松
田
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
議
決
に
伴
い
、
職
員

人
件
費
に
要
す
る
経
費
関
係

の
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

審
議
の
結
果

　

以
上
、
条
例
２
件
、
補
正

予
算
６
件
は
、
原
案
の
と
お

り
賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

審査の内容
　複雑・高度化する行政課題や緊急の課題を速
やかに解決し、町民サービスの向上を図るため、
「地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関
する法律」に基づき制度を導入することは、必要
なものと判断しました。
　なお、次の項目について、強く申し入れをして
原案のとおり賛成することとしました。
（1）平成26年の機構改革時に提出された人件費

総額を遵守して執行されたい。
（2）特定任期付職員の採用については、慎重に扱

われたい。
（3）一般任期付職員の採用については内部調整を

図り、現職員の育成や管理もされたい。
　　また、現職員との処遇について差異のないよ

うにされたい。

総務文教常任委員会報告書（抜粋）

議 案 審 議 結 果 一 覧
第1回臨時会（1月25日）� ○…賛成　●…反対　可…可決　否…否決

議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

飯
田　
　

一

利
根
川　

茂

小
澤　

啓
司

石
内　
　

浩

齋
藤　
　

永

鈴
木　

眞
德

大
舘　

秀
孝

議案44 松田町一般職の任期付職員の採用等に関する条例 （総務文教
常任委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 １ 松田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 ２ 平成29年度松田町一般会計補正予算 （第９号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 ３ 平成29年度松田町国民健康保険事業特別会計補正予算 （第
３号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 ４ 平成29年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計補正予
算 （第３号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 ５ 平成29年度松田町上水道事業会計補正予算 （第３号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 ６ 平成29年度松田町下水道事業特別会計補正予算 （第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 ７ 平成29年度松田町介護保険事業特別会計補正予算 （第３号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 中野博議長は、採決に加わらない。

平
成
30
年
第
１
回
臨
時
会

　

平
成
30
年
第
１
回
臨
時
会
が
、
１
月
25
日
（
木
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。
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議 員 行 政 視 察 報 告
　平成29年10月25日（水）～27日（金）に、議員11名により、北海道夕張
市・ＮＰＯ法人ゆうばり観光協会・下川町・東川町の行政視察を実施しました
ので、その概要を報告します。
参加議員　�大舘秀孝・鈴木眞德・齋藤 永・石内 浩・小澤啓司・飯田 一・中野 博
　　　　　南雲まさ子・井上栄一・田代 実・平野由里子

　

夕
張
市
は
「
炭
鉱
の
街
」

と
し
て
栄
え
て
い
た
が
、

「
石
炭
か
ら
石
油
」
へ
と
国

の
政
策
が
転
換
さ
れ
、
炭
鉱

の
閉
山
が
続
い
た
。
炭
鉱
会

社
が
所
有
し
て
い
た
病
院
や

住
宅
・
上
下
水
道
施
設
な
ど

を
買
い
取
り
、
「
炭
鉱
閉
山

処
理
費
用
」
は
総
額
５
８
３

億
円
に
上
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

平
成
２
年
、
地
域
経
済
再

生
を
目
指
し
て
「
炭
鉱
か
ら

観
光
」
へ
と
設
備
投
資
を
行

っ
た
が
、
バ
ブ
ル
期
の
放
漫

経
営
に
よ
る
累
積
赤
字
や
不

正
な
財
務
会
計
処
理
が
致

命
傷
に
な
り
、
平
成
18
年
、

３
５
３
億
円
の
赤
字
を
抱
え
、

財
政
再
建
団
体
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

財
政
再
建
団
体
指
定

　

役
員
報
酬
は
60
％
～
70
％

の
削
減
、
議
員
数
・
議
員
報

酬
も
半
減
さ
れ
た
。
市
の
職

員
給
与
は
30
％
カ
ッ
ト
、
幹

部
職
員
の
大
部
分
な
ど
全
職

員
の
半
数
が
退
職
し
て
い
ま

す
。

　

市
民
負
担
は
、
市
税
や
公

共
料
金
の
増
額
、
公
共
施
設

の
廃
止
・
縮
小
な
ど
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
が
出
始
め
、

市
民
の
失
望
感
は
大
き
く
、

現
役
世
代
の
人
口
流
出
は
止

ま
ら
な
く
、
市
の
存
続
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。

財
政
再
生
計
画

　

平
成
28
年
、
新
た
な
財
政

再
生
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

定
住
促
進
と
子
育
て
支
援
、

交
流
人
口
の
創
出
、
地
域
資

源
の
活
用
、
市
民
の
負
担
軽

減
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

事
業
費
の
総
額
は
１
０
０
億

円
を
超
え
る
規
模
で
し
た
。

現
状
認
識

　

税
収
の
落
ち
込
み
は
厳
し

く
、
平
成
27
年
度
決
算
で
は
、

市
税
収
入
は
８
億
円
、
地
方

債
残
高
は
３
６
７
億
円
も
有

り
、
「
財
政
再
生
計
画
」
が

本
当
に
実
現
で
き
る
の
か
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
国
の
政
策
転
換
も
あ
り

膨
大
な
費
用
負
担
が
発
生
し

　

ゆ
う
ば
り
観
光
協
会
は
、

市
の
活
性
化
と
発
展
を
願
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
市
や
市
の

公
的
団
体
と
は
異
な
る
立
場

で
の
、
破
綻
の
経
緯
や
現

状
・
将
来
に
つ
い
て
、
ゆ
う

ば
り
観
光
協
会
の
理
事
の
説

明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

夕
張
市
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
観
光
協
会
と
市
営
観
光

協
会
の
２
つ
の
観
光
協
会
が

あ
り
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
り

ま
す
。

夕
張
市
の
歴
史
的
背
景
と
経

緯

ま
し
た
が
、
バ
ブ
ル
経
済
進

行
中
と
は
い
え
、
首
長
の
経

営
判
断
が
現
在
の
状
況
を
引

き
起
こ
し
た
事
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

松
田
町
も
、
住
宅
建
設
や

学
校
建
て
替
え
な
ど
大
型
事

業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
財
政
へ
の
影
響
が
大
き
い

た
め
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
働

か
せ
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。�

（
記　

小
澤　

啓
司
）

財
政
再
建
団
体
指
定
か
ら
10
年
後
の
夕
張
市

観
光
協
会
理
事
が
語
る
夕
張
市
の
現
状
と
今
後

　

石
炭
産
地
と
し
て
炭
鉱
産

業
の
発
展
と
と
も
に
栄
え
て

き
ま
し
た
が
、
市
政
の
長
期

政
権
を
握
っ
て
い
た
市
長
は
、

炭
鉱
閉
山
に
よ
り
、
「
炭
鉱

か
ら
観
光
へ
」
と
計
画
変
更

し
ま
し
た
。
炭
鉱
事
業
者
や

第
三
セ
ク
タ
ー
が
ス
キ
ー
場

や
ホ
テ
ル
事
業
を
進
め
ま
し

た
が
、
結
局
市
が
買
収
し
多

額
の
負
債
を
抱
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
し
、
さ
ら
に
住
民

の
転
入
・
増
加
が
見
込
め
な

く
な
り
、
地
方
創
生
・
地
域

活
性
化
が
難
し
く
な
り
ま
し

た
。

夕
張
市
の
現
状

　

人
口
減
少
に
対
し
、
交
流

人
口
を
増
や
す
政
策
で
、
夕

張
総
合
計
画
と
し
て
「
黄
色

い
ハ
ン
カ
チ
観
光
事
業
」
や

「
炭
鉱
メ
タ
ン
ガ
ス
発
電
事

業
」
、
集
落
集
約
化
の
た
め

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
事
業
」

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
、
夕
張
メ
ロ
ン
が

あ
る
が
、
課
題
は
後
継
者
不

足
や
他
者
の
進
出
に
対
す
る

農
協
の
反
応
が
あ
り
ま
す
。

　

リ
ゾ
ー
ト
事
業
は
、
現
在

中
国
資
本
が
入
っ
て
お
り
、

今
後
ど
う
な
る
の
か
不
明
確

の
よ
う
で
す
。

　

公
共
団
体
が
財
政
破
綻
と

な
る
原
因
は
、
歴
史
的
要

素
・
長
期
政
権
・
国
の
補
助

金
政
策
等
の
方
向
性
の
見
込

北海道 下川町

東川町

夕張市
ゆうばり観光協会

5市町の合同視察で質問する当町議員

観光協会理事から説明を受ける
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独
自
の
施
策
で
活
気
に
あ
ふ
れ
る
東
川
町

厳
寒
の
小
さ
な
町
が
若
者
を
引
き
付
け
る
魅
力

み
誤
り
な
ど
、
多
様
な
要
素

が
絡
み
つ
い
た
そ
の
一
瞬
の

油
断
・
判
断
の
誤
り
に
よ
り
、

財
政
破
綻
へ
の
道
を
進
ん
で

し
ま
っ
た
。

　

今
の
少
子
高
齢
・
人
口
減

少
社
会
、
税
収
等
の
減
収
と

い
う
情
勢
の
中
で
、
同
じ
轍

を
踏
ま
な
い
た
め
に
、
議
会

　

下
川
町
は
、
か
つ
て
は
人

口
３
５
０
０
人
と
な
っ
た
町

で
す
が
、
こ
こ
２
〜
３
年
少

し
ず
つ
若
者
の
転
入
が
増
え

て
い
ま
す
。
町
面
積
の
88
％

を
占
め
る
森
林
を
、
60
年
サ

イ
ク
ル
の
植
林
と
伐
採
で
保

ち
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
循
環
型
森
林
経
営
を

基
盤
に
、
危
機
意
識
を
バ
ネ

に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
平
成
23
年
に
は
、

国
の
地
方
創
生
事
業
の
一
環

の
「
環
境
未
来
都
市
」
に
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
の〝
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
〟

が
好
循
環
を
生
む

　

森
林
の
恵
を
余
す
と
こ
ろ

は
よ
り
一
層
切
磋
琢
磨
し
、

行
政
情
報
や
社
会
情
勢
、
住

民
ら
の
情
報
な
ど
に
対
す
る

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
慎
重
・

的
確
な
議
会
運
営
を
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

夕
張
市
の
例
を
目
の
前
に
見

つ
つ
、
心
に
刻
み
ま
し
た
。

�

（
記　

井
上　

栄
一
）

な
く
利
用
す
る
〝
カ
ス
ケ
ー

ド
利
用
〟
で
、
木
を
、
木

材
・
集
成
材
・
オ
ガ
コ
や

チ
ッ
プ
・
炭
・
木
酢
液
、
さ

ら
に
は
枝
葉
も
蒸
留
し
て
精

油
に
す
る
な
ど
、
全
て
使
い

尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

破
砕
さ
れ
た
残
材
チ
ッ
プ

は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
燃
料
と
し
て
福
祉
施

設
、
学
校
、
病
院
、
役
場
周

辺
、
温
泉
な
ど
町
内
11
基
の

ボ
イ
ラ
ー
に
使
っ
て
い
ま
す
。

全
公
共
施
設
の
熱
需
要
の
約

60
％
、
年
間
約
１
９
０
０
万

円
を
削
減
、
浮
い
た
お
金
を

ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
と
子
育
て

支
援
に
使
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
若
い
世
代
を
引
き
つ
け

て
い
ま
す
。

　

町
の
一
画
に
「
バ
イ
オ
ビ

レ
ッ
ジ
構
想
」
を
掲
げ
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
で
暖
房

完
備
の
町
営
住
宅
を
作
っ
て

い
ま
す
。
全
住
宅
は
廊
下
で

つ
な
が
り
、
公
共
エ
リ
ア
・

郵
便
局
・
バ
ス
待
合
室
ま
で
、

冬
で
も
外
に
出
る
こ
と
な
く

行
け
ま
す
。

　

外
観
も
赤
が
効
い
た
モ
ダ

ン
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
常
に
入

居
希
望
者
が
空
き
待
ち
状
態
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
も

受
け
入
れ
、
任
期
満
了
14
名

の
う
ち
９
名
が
定
住
し
て
い

ま
す
。

地
に
足
が
つ
い
た
ま
ち
づ
く

り
で
未
来
を
見
据
え
る

　

バ
イ
オ
マ
ス
は
将
来
的
に

は
発
電
に
も
生
か
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
自
給
自
足
も
目
指

し
て
い
ま
す
。
元
来
の
強
み

を
生
か
し
て
新
し
い
構
想
に

取
り
組
み
、
そ
こ
に
若
い
人

　

東
川
町
は
、
北
海
道
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
町
の
面

積
は
松
田
町
の
６
・
５
倍
の

広
さ
が
あ
り
ま
す
。
明
治
28

年
に
開
拓
が
は
じ
ま
り
、
水

田
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て

「
お
米
と
工
芸
、
観
光
の
町
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
最
高
峰
「
旭
岳
」

を
有
し
雄
大
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
る
町
で
、
平
成

29
年
３
月
末
現
在
の
人
口
は
、

８
１
２
６
人
で
す
。

写
真
の
町

　

豊
か
な
文
化
田
園
都
市
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
１
９
８

５
年
「
写
真
の
町
宣
言
」
を

行
い
、
10
年
目
に
写
真
の
魅

力
と
感
動
を
伝
え
る
大
会
と

し
て
、
写
真
甲
子
園
「
全
国

も
引
き
込
ん
で
お
り
、
地
に

足
が
つ
い
た
や
り
方
で
未
来

を
見
据
え
る
下
川
町
に
は
、

学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

�

（
記　

平
野　

由
里
子
）

高
等
学
校
写
真
選
手
権
大
会
」

を
１
９
９
４
年
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生

が
参
加
す
る
「
写
真
少
年
団
」

で
は
、
写
真
を
通
じ
て
感
性

を
磨
き
、
写
真
を
楽
し
む
活

動
は
地
域
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

ひ
が
し
か
わ
株
主
制
度

　

町
が
掲
げ
る
事
業
の
中
か

ら
、
投
資
し
た
い
事
業
を
選

び
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
東

川
町
に
対
し
寄
附
さ
れ
た

方
々
に
、
株
主
と
い
う
形
で

町
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
仕

組
み
で
す
。

　

株
主
に
は
、
「
ひ
が
し
か

わ
株
主
証
」
が
発
行
さ
れ
、

町
の
公
共
施
設
が
町
民
価
格

で
利
用
で
き
、
ま
た
株
数
に

応
じ
て
「
ひ
が
し
か
わ
土
産
」

や
、
東
川
町
の
記
念
と
な
る

年
等
に
配
当
が
得
ら
れ
る
企

画
や
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

上
水
道
が
無
い
町

　

上
水
道
が
無
い
町
と
し
て
、

大
雪
山
か
ら
の
豊
富
な
伏
流

水
を
生
活
用
水
に
利
用
し
、

飲
料
水
と
し
て
適
合
し
て
い

る
か
水
質
検
査
書
等
の
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
「
君
の
椅
子
」
制

度
は
、
東
川
町
で
生
ま
れ
て

き
た
子
ど
も
達
に
手
作
り
椅

子
を
贈
り
、
ま
た
中
学
校
入

学
時
も
名
前
の
入
っ
た
新
し

い
椅
子
が
贈
ら
れ
、
卒
業
時

に
３
年
間
使
用
し
た
椅
子
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
独
自
の
施
策
が

人
口
増
に
結
び
つ
い
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
記　

飯
田　

一
）

一の橋バイオビレッジの現地も視察

概要説明をする高橋東川町議長
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皆さんの傍聴をお待ちしております!　第1回定例会は3月6日(火)開会

編　　集
あとがき

　
野
山
の
草
木
も
芽
吹
く
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
松
田
町
で
も
、

ロ
ウ
バ
イ
か
ら
早
咲
き
桜
、
そ

し
て
、
枝
垂
桜
へ
と
季
節
が
移

り
ま
す
。

　
本
誌
で
報
告
し
て
い
る
昨
年

の
北
海
道
議
員
行
政
視
察
に
つ

き
ま
し
て
は
、
財
政
破
綻
し
た

街
か
ら
の
復
興
、
北
海
道
の
大

自
然
を
活
用
し
た
町
づ
く
り
な

ど
、
様
々
な
面
を
見
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
中
身
の
濃
い
視
察
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
、

今
後
の
町
づ
く
り
に
生
か
し
た

い
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
今
後
の
活
動
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

�

（
飯
田
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
平
野
由
里
子

　
副
委
員
長
　
飯
田
　
　
一

　
委

員
　
中
野
　
　
博

　
委

員
　
小
澤
　
啓
司

　
委

員
　
齋
藤
　
　
永

　
委

員
　
大
舘
　
秀
孝

時代の流れと共に、鉢植えミカンで都市農業を目指す！
元農業委員　北 村 欣

よし

也
なり
（神山在住）さん

　松田地区の農業は水田とミカンが主流でしたが、専業農家は激減し殆どが他産業から収入を得る兼業農家
となっています。そのような中で時代の流れと共に、新たな経営の柱となる鉢植ミカンを取り入れて、都市
農業に携わる北村欣也（75歳）さんにお話しを伺いました。� （聞き手：田代 実）

Ｑ　�就農した時は、どのような経営でしたか。
Ａ　�昭和30年代後半に就農しました。当時はミカン

で高収入を得られる時代で、両親と共にミカンと
コメを栽培していました。昭和47年のミカン価
格暴落を機に、キウイフルーツを導入しました。

Ｑ　�現在、どのような経営をされていますか。
Ａ　�ミカン50ａ、キウイ50ａ、水田30ａ、鉢植え

ミカン10ａ、合計140ａです。
Ｑ　�鉢植えミカンとは、どのようなものですか。
Ａ　�温州ミカン（宮川・大津・青島）やキンカン・ス

ダチ・レモンなどを鉢植えにして、果実の着いた
ものを年間2000鉢、東京市場に直接出荷して
います。圃場には6000本程の苗を植栽してい
ますので、3年サイクルでの出荷になります。

Ｑ　�鉢植えミカンを導入した理由と人気の品種は。
Ａ　�年間の労働力を平準化することと狭い面積で高収

入になるので、15年程前に導入しました。30
種類程を生産しており、レモンと本ユズが人気商
品です。

Ｑ　�経営の柱となる作目と苦労されていることは。
Ａ　�鉢植えミカンとキウイです。大変な作業は、キウ

イの受粉です。雌雄別々の木なので、人の手で雄
花から花粉を採取して、雌花への授粉を5月中下

旬に行います。親戚や知人の応援をいただき最盛
期には10人以上で行ないますが、雨天後はつら
い作業になります。

Ｑ　�今後の松田地区の農業のあるべき姿は。
Ａ　�今は他産業に就ける時代なので、経営面積を極力

減らし兼業農家として無理のない範囲で、高収入
を目指す方向かと思います。温州ミカンを始め、
雑柑類（オレンジ等）も高品質なものができるの
で選択肢になります。農業を生業とするには、狭
い面積で付加価値のある農産物を生産しなければ
経営は難しいと考えます。

鉢植えミカンの手入れ作業


